
  

カルシュは松江で過ごし、近隣のたぐいまれな美しい風景に接することができた歳月と同

僚の先生方や生徒達とのふれあいは、何にも替えがたい素晴らしいものであったという。

日本の人々と自然に積極的に入り込んで、その背後の真髄を探ろうとしていた。そして、

自然に近づく一体化の精神の高まりと静かな調和の世界を求めていた。日本の古来の文化

についても、新しく受け入れ、加えたものを含めてその調和の美の姿を愛でている。秋に

は田圃道を歩きながら見た農夫達が働くさまを例に挙げ、日本の人々の勤勉さにも触れて

おり、収穫時にあっては典型的な農家の様子の美しさに注目している。 
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